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障害児のための読書論の枠組について

一Stetsonの読書モデルを手がかりにして一

岡　田　　　明

　障害児の読書を考えるときには、その過程を総合的にとらえることが大切である。

そのことによって、何がいま障害児に必要なのかの分析が可能になる。本論文では、

ステットソンの読書モデルを中心に論考した。総合的視座が必要であると同時に、読

書興味の要因がもっと重視されることを強調した。
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　　　　　　　第三次の影響　読書興味　障害児

第二次の影響

I．まえがき

　日本読書学会の機関誌である「読書科学」で

読書論が巻頭論文を飾って久しい。そこではい

ろいろな読書論が展開している。それぞれに意

義のある論文であるが、それらを整理するモデ

ルも必要のように思われる。

　ここでは、“Stetson’s　Interactive　Instruc－

tiona1Mode1ofReading”を手がかりにして、

障害児のための読書論を総合的にとらえる1つ

の視座を提供してみたいと思う。

II．ステットソン・モデルについて

　ステットソン・モデノレでは、読みは3つの“影

響”の中で、相互作用を通して獲得される文章

の理解と定義される。第一次の影響である言語

能カ、直接的認知ならびに間接的認知の3つの

影響は相互的であり、促進的である。言語能力

は文章を意味あるものにする過程において影響

を統制しているものである。他の2つは相互作

用過程を促進するために習得されるべきもので

ある。

　この相互作用の効率は朗読の流暢さと理解、

黙読の理解、聞くことの理解を診断することに

心身障害学系

よって観察される。実際、読解能力の診断はす

べての重要な影響の中の相互作用の産物または

結果を測るものである。そこで理解が子どもの

年齢や能力にふさわしく確定されるとき、有効

で効果的な相互作用が起こったと仮定し、個人

の影響の有効性を疑う理由はない。一方もしも

読解が不適当であると確定されるならば、その

仮定は重要な影響問の相互作用は分解している

とされる。そのときには、個々の影響の診断学

的診断が必要である。

　第一次の3つの重要な影響につけ加えると、

ステットソン・モデルは4つの二次的影響と7

つの第三の影響を含んでいる。そのモデルの中

に同定される14の“影響”はすべてを包含して

いるとか、その影響は相互に独立しているとか、

仮定されるべきではない。それぞれの瞬間はい

くつかの影響が他のものよりも影響をもつこと

もあれば、すべてが相互作用的なこともある。

何らかの特定の1つの影響の不十分さは、読み

手の文字を意味づけしていく過程を荒廃させる

ことができる。

　1．第一次の影響

　そこでは3つの重要な影響がある。それらは

すべて読みのプロセスにおいて絶対的に必要な

要素である。
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　［言語能力］

　これはテクストの知識の背景や読解を含んで

いる。予備知識の背景は、情報の長期問の蓄積、

概念単語の分析、総合能力を含んでいる。言語

分析は統語カ、意味形成力、記憶能力、語の合

成、分解力を含む。

　［直接的認知］

　語句の直接的認知は文字、文脈を手がかりに

し、言語を細かく分解することなしにすぐに単

語や句を認知し発音する能力である。

　［間接的認知］

　問接的認知は、一般に解号と呼ばれているが、

いくつかの形をとっている。知らない単語を見

分けたり、独立してまたは相互に関連して作用

したりするようになっている。大切なのは次の

3つである。

①文脈分析：未知の部分を媒介するために

　単語、単語群、文の一部分を利用すること

　である
②構造分析：接頭辞、接尾辞、活用語尾を

　分析する技術である

③音節分析

　2．第二次の影響

　これは本質的に読みのスキノレと見なされな

い。第一次的影響に支配される有効性に影響を

支える二次的な影響である。第二次的影響には

第三次の影響
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　Fig．1Stetsonの読みの交互作用モデル
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障害児のための読書論の枠組について

4つがある。

①聴覚的処理：聞いたことを受容し理解し

　　記憶する精神活動である

②視覚的処理：視覚刺激の受容、理解、記

　　憶の活動である

③言語能力：文脈分析をおこない使用す

　　る、第一次的影響の統合と編成、推論的理

　　解のスキルの有効性の検討などをおこなう

　　のが“言語能カ”である

④記憶：読書内容を記憶にとどめる

　3．第三次の影響

　動機づけがまず重視される。教師の動機づけ

や子どもの自発性が問題になる。これは読書興

味の問題でもある。好きになれば自発的に読書

をする。その過程で読書能カや読書による知識

がたくわえられ望ましい読書態度が形成され

る。

　生理学的、心理学的要因を重視することは特

に重要である。以下に示すような調査を実施し、

それに対応する手だてを講ずることが大切であ

る。

　読書材の難易度を調べることも大切である。

《障害児の調査》

・被験児名　　　（

・所　　属　　　（

・年　　齢　　　（

・性　　別　　　　男（

・被保育年数　　（

・精神発達　　　（

・人間関係　　　（

・情緒の安定性　　（

・健康度　　　（

・被障害の程度　（

・障害の種類　　（

・記入者の被験児との関係

歳　　（　　　　）月

　　　　　女（　）

年

V．

1．

2．

3，

4．

遊びなどならあまり困らないが、少し小さいものは見えない。

（およそ視力が0．04以下で0．3未満）

ごく大きいものしか見えない。（視力はおよそO．02以上0．04以下）

まったく見えない。（視力はO．02以下）

その他の視覚障害について書いて下さい。

は　い　　し）いえ

は　レ）　　いレ）え

は　い　　いいえ

A．

1．

2．

3．

4．

5．

静かな所での話が聞きとりにくい。（聴カレベルがおよそ30－50dB）

普通の会話がやっと聞きとれる。（聴カレベル50－70dB）

大声でもよく聞きとれない。（聴カレベル70－100dB）

かなり大きい音ならどうにか感じることができる。

（聴カレベル100dB以上）

その他の聴力障害について書いて下さい。

は　レ）　　レ）いえ

は　レ）　　いレ）え

は　レ）　　いレ）え

は　レ）　　レ）いえ

M．

1、両足であるける。

2．ひとりで階段を上り下りできる。

3．片足でけんけんができる。

4．立っていられない。

は

は

は

は

レ）

レ）

レ）

い

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
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5．足の動きに不自由を感じている。

6．ものにぶらさがれる。

7．手の動きに不自由を感じている。

8．その他の運動障害の程度について書いて下さい。

は　い　　いいえ

は　し）　　いレ）え

は　い　　いいえ

E．

1．情緒的側面に障害がある。

2．不適応状態をひきおこしている。

3、幼稚園や学校にいきたがらない。

4．口がきけるのに、口をきかない。

5．夜、よく眠れない。

6．頻尿である。

7．指しゃぷり、爪かみがある。

8．その他の情緒障害があれば書いて下さい。

は

は

は

は

は

は

は

い

い

い

い

い

い

レ）

レ）いえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

S．

1．ととばのリズムに障害がある。

2．一つ一つの音を正しく発音できない。

3．ひどいどもりである。

4．話しことばに発達のおくれがある。

5．話し方に異常が感じられる。

6．その他の言語障害について書いて下さい。

は

は

は

は

は

い

レ）

レ）

い

レ）

いいえ

いいえ

いレ）え

いいえ

いいえ

I．

1．

2．

3．

4［．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

ごく簡単な文章も言えない。

色の名まえがわからない。

自分の名まえが言えない。

子どもがでてくるテレビでも見ようとしない。

いろいろな曜日のあることを知らない。

ことばや数のひろい読みもできない。

自分の名まえが読めない。

ことばをほとんど持っていない。

衣服の着脱や食事で介護を必要とする。

およそのI．Q．はどれですか。○をつけて下さい。

　　　　20以下　　　（　）

　　　　20～50　　　（　）

　　　　50～70　　　（　）

　　　　70～90　　　（　）

　　　　100以上　　　（　）

その他の発達障害について書いて下さい。

は

は

は

は

は

は

は

は

は

い

い

い

い

い

レ）

し）

レ）

レ）

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

P．

11病気にかかりやすい。

2．病気のなおりがおそい。

3．頭痛、腹痛などの症状をよくうったえる。

4．慢性疾患がある。

5．からだの発達が不良である。

6．その他の健康状態について書いて下さい。

は

は

は

は

は

レ）

い

レ）

し）

レ）

いレ）え

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
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障害児のための読書論の枠組について

各人に適した読み物を用意しなければならぬ。

そのためには読みやすさ（readabi1ity）に対す

る概念が大切である。一般的には、短いセンテ

ンスの文章や難語の少ない文章をとりあげるよ

うにすることが大切である。

　教師の人格性と熱意も大切である。ユネスコ

の研究でも指導方法より教師の熱意の方が大切

な要因であった。

　杜会学的要因として、家庭の杜会経済水準や

テレビなどのアスコミの影響も配慮しなければ

ならないことをStetson（198313））は指摘してい

る。

　子どもの自已概念についての配慮も必要であ

る。これは自已同一性identityの問題や子ども

の白信の問題ともかかわるのである。

　教育の質としては次のような点を考慮するこ

とが大切であろう。

　読みにおいて文章全体・文・ならびに単語の

認知に重点を置いているのがbottom・up理論

である。この理論ではまず文字や文字結合群の

認知を重視する。個々の単語は文・段落といっ

たより大きなユニットに結合された意味が獲得

される。読みとは単なる個々のユニットの解号

のレベルを越え、内容のディテイルを理解し重

要な考えを認知し、より大きなユニットと統合

して文章全体の意味を獲得するようなスキルの

段層であるとみなされる。「認知→意味→反応→

適応」という一連の過程を想定したGray理論

はこれに属するものである。

　一方、top－down理論の立場をとるGood－

man2・3・4），Smith11・12）らは、読みを文字や単語の

正確で詳細な知覚や同定を含む精密なプロセス

とみなすことに否定的である。Goodman2・3・4）に

よれば、読みとは思考と言語の相互作用を含む

心理言語学的推量ゲームである。そして読みの

スキノレは、文章からの見本抽出の優れた技能に

基づいており、より正確な推測・経験の拡大・

高次の概念発達の管理を含むものである。読み

の技能や速さの学習は文字手がかりの使用の減

少を伴う。

　top－downもbottom－upもそれぞれ一長一短

である。前者にはともすると逐語読みに陥りや

すいという問題がある。実際の指導場面ではこ

の2つのアプローチが必要に応じて使い分けら

れているのが現実で、どちらが片方のみという

ことではない。

　こうした現実をふまえたうえで、筆者はtop－

down・bottom・up両理論に続く「第3の理論」

が必要と考える。第3の理論とは、即ち、「交互

作用理論」である。

　Anderson1〕によれば、交互作用モデルとは文

章およびその意味する内容についてのモデル構

成を目的としたactiveな情報処理モデルであ

る。彼は、このモデルの主要な側面は、

　1）文章から意味を生成するための背景情報

　　の中心的役割

　2）個々の解号からそれらに対するメタ認知

　　的方略（意識的モニタリング）に至るまで

　　のダイナミックな処理方略の広がり

の2つであると主張している。

　交互作用理論は、top－down・bottom－upとい

う2つの理論的モデルをある点はとりいれ、ま

たある点は批判して発展してきた。この3つは

弁証法的な関係にあるのである。読みのプロセ

スにおいて下位レベルの処理適程が上位のそれ

を規定すると考えるのがbottom・up、上位レベ

ルの過程が下位レベルのそれを規定すると考え

るのがtop－downであるといえるが、交互作用

モデルではいわばこれらの両方を支持してい

る。本論では交互作用理論による読みの一モデ

ルとしてのRume1hart（197613〕）のモデルには

top－down的な過程とbottom－up的な過程と両

方含まれている。これらは連続に起こるもので

はないと彼は示唆している。段階を追ってでは

なく、（文字・単語・統語論・意味論など）複数

のレベルからの情報が同時に処理されていると

考えられているのである。

　Rlme1hart1・）モデルにおける5つの基礎的な

考えを以下にあげる。

　1）文字の知覚は、左右にある文字のそれに

　　基づいている

　2）単語の知覚は、その置かれている意味論
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　　的状況に基づいている

　3）単語の知覚はまたその統語的状況にも基

　　づいている

　4）構文の知覚は統語的文脈に基づいている

　5）全体的な意味の解釈は、テクスト全般の

　　文脈に基づいている

　彼のモデルについて説明すると、まず文字情

報が視覚的情報庫（VIS）に貯蔵され次に文字特

徴の抽出装置では、VISから抽出された重要な

情報を操作する。それらの情報は感覚的な入力

情報としてパターン統合器に送られる。パター

ン統合器では、感覚的情報に加えて4つの非感

覚的な情報源をすべて活用して、入力情報の大

まかな解釈を行うのである。

　交互作用モデルによる指導について可能な4

つの方略を示すこととする。

　1）初期段階の指導では、子どもの（読みに

　　関しての）理解語彙が豊富になるまでは熟

　　知語を用いて意味を強調する

　2）語彙が一定のレベルに達したら子どもが

　　知っている語彙のみを用いて単語の処理訓

　　練を開始する

　3）意味のスキルおよび単語の処理スキルの

　　指導においてはまず意味の方から始め、そ

　　の話題に関する既得の知識により単語の処

　　理過程に戻るよう指導する

　4）その数について定まった見解はないが、

　　読みの下位スキルは連続的なものではない

　　ようである。従って、文字と音の対応につ

　　いて知らなくとも単語そのものを学ぶこと

　　は可能であり、逆もまた同様である

　筆者の考えるものに最も近いものとして

Rume1hart13）のモデルを引用したが、考え方の

異なる点があるとすれぼ次のようなことであ

る。

　つまり筆者にとっては交互作用理論モデルと

は、top－down，bottom－up両理論と切り離して

考えられないものである。実際の読みの指導の

場面における交互作用モデルの実践とは、重読

書か軽読書か、あるいは子どもの読解能力が高

いか低いかなどの必要に応じてtop－down的ア

プローチとbottom・up的アプローチとを使い

分けることであると筆者は考えている。

II1今後の読書論に何を望むか

①動機づけ、自已概念といった心理的要因

　　と読書との関係を論じた文献が少ないの

　　で、その面での論述が期待される。

②社会学的要因との関わりを論じた論文が

　　少ない。

③教師の人格性や熱意との関係を論じた文

　　献も少ない。

④筆者としては読書興味をもっと研究する

　　ことが大切ではないかと考えている。それ

　　は子どもの自発性を重視することである。

　　そのドライブに基づく読書は望ましい態

　　度、技能ならびに知識の形成に役立つもの

　　と考えるのである。
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On the Framework of Theory of Reading 
for the Handicapped Children 

Akira OKADA 

The writer stressed the comprehensive viewpoints which treat the reading process as 

a whole in the reading for the handicapped children. 

As a cue for analyzing the reading process, the writer adopted the reading model by 

Dr. Stetson's interactive instructional model of reading. 

The writer stressed that reading should be understood as a whole process and reading 

interest should be adopted as a primary <<influences" or factors for the guidance of 

reading for handicapped children. 

Key Words : the theory of reading, the model of Stetson, a primary 

secondary influence, the third influence, reading interest 

influence, a 
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